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主体的・対話的で深い学びの創造

～指導内容を明確にした複式学級での言語活動の充実を目指して～

いちき串木野市立川上小学校 教諭 北山 剛正

【推薦のポイント】

○ 高学年の複式学級の指導において，国語科の学習における主体的・対話的で深い

学びの視点で授業改善を行い，子供たちのコミュニケーション能力の育成に取り組

んでいます。教師の緻密な教材研究による単元で育みたいポイントを明確にした指

導計画の作成，1単位時間における「ずれ」を表出させる発問や振り返りのポイン

トを押さえた指導等で，複式学級のよさを生かした児童主体の授業実践になってい

ます。

○ 日記指導の工夫や教科書の資料活用等を通して，子供たちの書く意欲を高め，表

現力の育成にも取り組んでいます。
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１ 研究の概要 
(1) 研究主題 

 

 

 

 

 

(2) 研究の全体構想 
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(3) 「主体的・対話的で深い学び」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びの創造 
～指導内容を明確にした複式学級での言語活動の充実を目指して～ 

○ 言語活動の充実 
○ 児童が必要感をもつ指導過程 
○ 振り返りの時間の充実 
○ 書く力を高める実践の工夫 

○ これまでの実践上の課題 
○ 児童の実態 
○ 本校の目指す児童像 
○ 教師の思いや願い 
 明確化 

主体的・対話的で深い学びの創造 

～指導内容を明確にした複式学級での言語活動の充実を目指して～ 

 国語科の学習において，主体的・対話的で深い学びの視点で授業改善を行うことにより，子
どもたちは文学的文章や説明的文章を読み取る力を身に付け，書く力を高めることができるの
ではないか。 

実 践 

○ 研究の成果 
○ 今後の課題 

 

実態・現状 
理 論 

研究主題 

研究の仮説 

研究のまとめ 

○ 「自ら学び 共に生きる」という学校教育目標
を掲げている。重点目標や努力点として「主体
的・対話的で深い学びの実践」が挙げられてお
り，本校の教育目標の具現化に向けて，国語科
教育の実践をしてくことは，非常に重要で意義
深いものと考える。 

【学校教育目標から】 
○ 単元テストや全国学力・学習状況調査などの結果から

知識・技能よりも思考力・判断力・表現力に課題がある。

中でも，文章を正しく読み，自分の考えを書くことに苦

手意識をもっている。 

○ 読んだことを基に自分の考えを構築して意見を述べ

ることが苦手である。このことから，「読むこと」「書

くこと」の力を育成することは，児童のコミュニケーシ

ョン能力の基礎を養い，その他の教育活動における学力

向上を目指すために，最優先すべき課題であると考え

た。 

【児童・教師の課題から】 

主体的な学び 対話的な学び 

 主体的・対話的な学び
の中で，自分の思いや考え
を広げたり深めたりし，学
んだことを他教科や生活
で活用すること。 

 学ぶことに興味や
関心をもち，見通しを
もって粘り強く取り組
み，自らの学習活動を
振り返って次の学習に
つなげようとすること。

 自己との対話，作品
（作者）との対話，児
童同士の対話，児童と
教師の対話などを通し
て，自己の考えを見直
すこと。 

深い学び 
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２ 研究の実際 

(1) 主体的・対話的で深い学びを実現する単元の構想について 

単元を通して，児童にどのような力を身に付けていくのかを明確にし，児童の課題意識を持続

させるための言語活動を設定できるように図１の授業構想シートを作成した上で授業に取り組

んだ。指導事項の系統性や既習事項を考慮しながら，単元の目標や言語活動を考えることで教師

も児童も単元全体を意識した取組ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図２は主体的・対話的で深い学びを行うための，１単元の主な学習計画例である。常に，教材

文を読むことと他の言語活動とを関連付けられるようにした。具体的には，「物語の世界を捉え，

自分の考えを伝え合う」という言語活動であれば，場面ごとに読む活動を行い，登場人物の心に

残った行動や言葉，情景表現などを探し，ペアや全体で話し合った。終末の振り返りでは，宮沢

賢治の物語の世界について気付いたことをノートに記録させた。単元を通して，終末時の言語活

動を意識させ，読むことの必要感をもたせるようにした。 

 

 主な学習活動 具体的な学習活動 
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【導入】 
 学習課題の設定 
 解決課題の設定 
 学習計画の作成 

【展開】 
 単元の課題解決と単元
の目標となる言語活動を
支える学習活動を行う。 
 １単位時間において，
言語活動につながる活動
を設定する。 

【終末】 
 児童に付けたい力をつ
けるための言語活動 

〈導入〉（物語の面白さを紹介しよう） 
・ 試しの活動から学習課題を設定する。 
・ 終末時の言語活動を明確にする。 
・ 学習計画を作成する。 

〈展開〉（物語の面白さを紹介しよう） 
・ 物語の面白さを紹介するための読む活動（行動・場面

の様子，気持ちの変化など，必要な指導事項） 
・ １単位時間において，小さな言語活動を取り入れる。

（場面ごとのおもしろポイントを書きためていく。） 
・ 常に，終末時の言語活動を意識して，１単位時間に必

要感をもたせる。 

〈終末〉（物語の面白さを紹介しよう） 
・ １単位時間で書きためた振り返り（ミニ言語活動）を

活用して，終末時の言語活動を入れる。（試しの活動で
書いた文章と比較させ，学習の有用感を高める。） 

単元で身に付けさせる国語の能力（指導事項）
を明確にする。複式指導になるので，２学年で繰
り返し取り組み，技能を定着させる。 

 指導事項に向け，この単元で身に付けるべき力
を単元の目標として定める。そして，系統性や既
習事項を考慮しながら，具体的な指導内容を明確
にする。 

 指導事項や指導目標，指導内容を明確にしたあと
に，単元の主な言語活動を設定する。指導事項を明
確にすることで，単元を通して児童も見通しをもっ
て学習に取り組むことができる。 

【図１ 授業構想シート】 

【図２ 学習計画例】 
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(2) モデル文の作成（主体的な学び） 

単元の導入で試しの活動に取り組んだ。この単元で取り組む言語活動に一度取り組んでみるこ

とで，「今の自分には何が足りないのか。」「教材から何を読まないといけないのか。」「どん

な表現の仕方を学ばないといけないのか。」を児童が自分たちで実感できるようにしている。こ

のことが主体的な学びにつながっていくと考える。試しの活動に取り組んだ後に，モデル文を児

童に示すことで，「単元を学んだ後には，こんな文章が書けるようになりたい。」という意欲を

高めることができる。また，図３のようなエラーモデル・グッドモデルを示すことで試しの活動

で取り組んだものと比較させるようにしている。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイド学習をスムーズに進めていくために，写真資料や本
時の学習について，モデル文を電子黒板で表示するようにし
ている。ガイドは，表示されているロイロノートを基に学習
を進めていく。５年生「たずねびと」の単元では，自分の考
えだけを書いた文をエラーモデルとして示した。グッドモデ
ルには，たずねびとから読み取ったことや主人公の変化，さ
らに自分の考えが書いてある文を用意した。グッドモデルと
バッドモデルを比較・検討することで，これまでに単元で学
習してきたことを生かして自分の考えをまとめることが大切
だということに気付いていた。単元のゴールとして，「物語の
主人公を通して，戦争について自分の考えをまとめる」とい
う主体的な学びが進められるようにした。ああああああああ 

エラーモデル 

【指導内容の明確化】 

 指導内容を明確化し，意
識的に指導できるように
する。形式や字数などを設
定し，系統を考える。 

比較・検討 

グッドモデル 

 まず，本単元で身に付け
させたい力は何か，児童の
実態把握とともに，指導事
項を確認して，言語活動を
設定した。言語活動を設定
したあと，各単元における
具体的な指導内容を明確に
し，指導内容を基に，モデ
ル文を作成した。その際，
教科書の参考例や新聞等も
活用しながら作成したが，
授業を進める中で児童の実
態に合わなかったものや修
正する必要があるものは，
児童の作品を修正してモデ
ル文とした。 

【モデル文の作成】 

 各単元においてモデル

文を作成し，教児共に見通

しをもって言語活動に取

り組めるようにする。 

また，グッドモデルとエ

ラーモデルから，書き方の

ポイントを児童が気付く

ことができるようにする。 

写真 具体的なモデル文例 

【図３ エラーモデルとグッドモデルの提示】 
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要約して書く 

サイドライン 

書き抜く 

自分の考えを書く 

ワークシートの工夫 

【読みの視点に沿った一人調べ】

(3)  学び合いの時間の設定（対話的な学び・深い学び） 

対話活動を充実させていくために，授業の中での学

び合いを価値付けることが大切だと考える。 

図４は，アメリカ国立訓練研究所で提唱されたラー

ニングピラミッドを改変したものである。知識の定着

度がピラミッドの上に行けば行くほど高いことが分

かる。また，多様な学習方法で学ぶことで学習内容が

定着してくことも分かる。そのため，児童の学び合い

の場面で，分かった人がまだ分かっていない人に教え

ることは自分のためにもなることを価値付けている。 

     読みの視点に沿った一人調べから，学び合いの時間（対話活動）を設定する。学び合いの時間

では，一人調べの際，叙述を根拠にしながら自分の考えを形成し，それを基に対話を行う。教師

が積極的に話合いに関わり，話合いの論点を焦点化することで，児童の考えが広がったり，根拠

をより明確にしたりする深い学びにつながると考える。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

どの教科においても，ガイド学習に取り組むこ
とで，自分たちで学習を進めていこうとする意欲
が高まってきている。フォロワーとしての役割も
とても重要であり，ガイドが困っている時にはみ
んなで話し合いながら学習を進めることができ
る。   
なお，教科書はページをめくる必要があり，文

章全体を俯瞰して読むことが難しい。そこで，全
文表を用意することで，サイドラインを引いた文
章を比較したり，話し合ったりする活動が取り組
みやすくなった。 

根拠を基にした話合い 

考え＋根拠 考え＋根拠 

【学習形態】 
・ ペア 
・ 全体
・ フリートーク 

考えの広がり 

考えの深化 

教師の関わり 

論点の焦点

【図４ ラーニングピラミッド】 

【図５ 読みの視点に沿った一人調べと学び合い（対話活動）の設定】 

【ガイドを中心とした全体での話合い】 【フリートーク】 

【根拠を基にしたペアでの話合い】 
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 (4) 思考語彙カード（主体的・対話的な学び） 

４年生で，「つなぎ言葉」を学習する。つなぎ言葉が

あることで，文と文との関係をはっきりさせることがで

きることを学んだ。そこで，対話を始めるためには自分

の考えをもつことがスタートになる。児童によっては，

考えが浮かばずに，思考がストップしてしまうことがあ

る。そのような場合に，考えるためや書き始めるための

きっかけとして，写真１の思考語彙カードを活用してい

る。なお，このカードは，全教科で活用している。 

  

     

  

 

 

 

 

 

 

 

  (5)  ギャラリーウォーク・フリートークの設定（主体的・対話的な学び） 

学び合いを充実させていくために「ギャラリーウォーク・フリートーク」の実践を行った。 

「ギャラリーウォーク」とは，美術館を歩くように静かに立ち歩き，他の児童の活動やノートを

見合う活動である。特別に支援を要する児童にとっても，学び合いの視点からも利点の多い活動

だと考える。自分はヒントが必要なのか，もう少し考えれば答えを出せるのかを自己内対話した

り，少ない時間で友達の考えを知ったりすることもできる。 

「フリートーク」は自由に歩き回って，意見交換を行うことである。フリートークでは，友達の

考えと比較しながら聞くことが大切になる。意見が同じ場合でも理由や根拠が違うこともあると

いう多様性に気付き，自分と違う意見を聞く際には，問い返しや質問，説得という対話的な学び

の機会になる。ペア・グループ学習の時だけでなく，フリートークの際も「ペア・グループ学習

パワーアップカード」を参考にしながら，学び合いを設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャラリーウォーク・フリートークのメリット 
１ 認められた離席の機会がある。 
２ 意図的に静かな状況をつくる。 
３ 覚醒レベルを保ち，集中を取り戻す。 
４ 支援を必要とする子に支援がしやすい。 
５ 自分で自分の状況を判断する力を育む。 
 （自己モニタリング） 
６ 自分にとって，ほしい情報をもっていることの
多い友達を理解する。（他者理解） 

７ 短時間で全体の意見を交流することができる。 

『鳥獣戯画を読む』の学習では，「もしも」のカードを活

用した。「もしも，鳥獣戯画の絵が１枚しか使われていな

かったら？」と問いかけ，筆者が絵巻物について分かりや

すく伝えるために，２枚の絵を使っていることを考えるこ

とができた。筆者の論の展開を説明する活動で，思考がス

トップしていた児童が，「筆者は絵巻物の説明をするとき

に，分かりやすく伝える工夫をしている。」と書き始めて

いた。 

【写真１ 思考語彙カード】 

【図６ ギャラリーウォーク・フリートークのメリットとペア学習パワーアップカード】 
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  (6) 「ずれ」を表出させる発問（対話的で深い学び） 

授業において対話を成立させるために，「ずれ」を表出させることが大切だと考える。自分の

考えとの「ずれ」に直面した時に，問題意識が高まり，対話を必要感のあるものにする。特に，

児童は立場や考えの異なる相手（異質な他者）と対話をしたいと考える。互いの考えの根拠や理

由を整理する中で「ずれ」の原因が見えてくる。このように，異質な他者や同質な他者と対話を

行うことで，自分の考えを捉え直したり，変化させたりしていくと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (7) 振り返りについて（深い学び） 

写真２は，「やまなし」の学習計画表の一部である。この単元で身に付けさせたい力と児童が

学びたいことをあわせて，授業の中で計画を立てていく。授業の半分は間接指導になるので，児

童がどんなことを考え，どんな感想をもったのかを把握するためにも，毎時間の終末での振り返

りも書くようにしている。学習への有用感をもてるように，「わかったこと」「がんばったこと」

「友達の考えのよかったところ」「もっと知りたいこと」の観点を基に振り返らせるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (8)  日記指導の工夫とひろば・子供の詩コーナーへの投稿（主体的・対話的で深い学び） 

書く力・表現する力は読む力にもつながると考える。その

ために，国語の授業で読み取ったことを基に自分の考えを表

す単元では，必ず最後に文章を書く活動を取り入れている。

そして，運動会やビブリオバトルなど，児童が授業で身に付

けた技能を生かす場として，書く活動に取り組んできた。そ

して，作文・詩・俳句などを作ったら新聞に投稿している。

作品が掲載されると，たくさんの人に読んでもらえるという

ことが児童の表現のモチベーションを高めることにつなが

り，自分の考えを意欲的に書こうとする児童が増えてきた。

現在のべ７人の作品が掲載されている。 

 

教材「やまなし」での発問例  光村図書 ６年 
〇 「やまなしを読んで，みんなで『？』を見つけよう。」 
 ⇒ 授業の導入で初発の感想を書く活動でこの発問を行った。児童が読み取っていきた

いことを主体的に見つけて，ここでの気付きを今後の発問に生かしていく。 
〇 「五月と十二月は，それぞれどんな場面なのだろうか。」 
 ⇒ 叙述を根拠にしながら，五月と十二月はどんな場面なのかを考えさせた。その際，

絵と言葉で表すようにしたので，読み取ったことに違いや差が生まれ，お互いに質問
し合う姿が見られた。読み取れていなかったことを書き足す児童もいた。 

〇 「宮沢賢治は，なぜ題名をやまなしにしたのだろうか。」 
 ⇒ これまでに読み取ったことや叙述を基にしながら，宮沢賢治が題名に込めた思いを

考えさせた。五月と十二月の比較などから，作者の意図を話し合うことができた。 

【図8「日記のプロになろう！」十の工夫】 

【図７ 学習の振り返りポイント】 

 

【写真２ やまなし学習計画表（一部）】
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さらに，家庭学習で取り組む日記を工夫して書くことで，書く力はさらに身に付いていくと考

える。そこで，図８の「日記のプロになろう！」十の工夫と教科書の「言葉のたから箱」の７７

の言葉の中から児童が書いてみたい言葉を選んで日記を書いている。会話文から書き始めたり，

心のつぶやきから始めたりすることで，表現することを楽しむ姿が見られる。今後も家庭学習と

関連を図りながら，授業で学んだことを生活の場で発揮できるようにしていきたい。（図９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (9) 検証授業（実践記録）Ⅰ 

ア 単元名 物語の全体像をとらえ，考えたことを伝え合おう。（教材「たずねびと」光村図書５年） 

イ 目標 

    試しの活動に取り組み，本単元で取り組むことや解決課題を捉えることができるようにする。 

  ウ 本時（１／８） 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の導入では，試しの活動に取り組み，どんな
力を身に付けなければいけないのかを考えさせる
ようにしている。 
このことにより，活動に必要感が生まれ，主体的

な活動につながると考える。 

全体での話し合いの様子 
T：試しの活動に取り組んでみて，どうだった？ 
C：カレーライスを読んで，勉強したことを伝えら 

れた。 
T：じゃあ，たずねびとでもできそうだね。 
C：えー，まだできません。だって，たずねびとを 

詳しく読んでないもん。 
T：最初にどんなことを学習していけばよいですか。 
C：たずねびとを詳しく読まないといけない。 
C：どんな登場人物が出てくるのか。 
C：主人公の気持ちが変化するのかを調べたい。 
T：詳しく読んだ後は，どうしますか？ 
C：自分が考えたことを友達と話し合いたいです。 
T：解決課題がたてられましたね。 

【写真３「こども五・七・Go！」と「ひろば」に掲載された児童作品】 【図９ 詩を書くときのヒントカード】 

単元のめあて 
物語の全体像をとらえ，考えたことを伝え合おう。 

解決課題 

① たずねびとは，どのような人物が登場して，どんな物語なのだろうか。 

② 物語の全体像をとらえるためには，どんなことを読み取ればよいのだろうか。 
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初発の感想では，綾の人物像を中心に書いていた。単元の終わりでは，モデル文を参考にし

ながら，綾を変えたものや戦争や原爆について，これからのことを書いている児童が増えた。

これまでの毎時間のまとめや学習の振り返り，全文表に引いたサイドラインを手がかりにしな

がら２００字で文章をまとめることができた。 

 

 (10) 検証授業（実践記録）Ⅱ 

ア 単元名 作品の世界をとらえ，自分の考えを書こう（教材「やまなし」光村図書６年） 

イ 目標 

  叙述を基にして，やまなしにはどのようなものが対比されているのかを捉えることができる 

ようにする。 

ウ 本時（５／８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サイドラインの比較】 
少人数のため，全文表を持ち寄り，サイドラインの比較を

全員で行うことができる。サイドラインを引いた場所が違っ

た場合，なぜそこに引いたのかを質問し，その理由を聞かせ

るようにしている。理由を聞いて納得した場合は，サイドラ

インを加えたり，場所を変えたりする姿が見られた。 

駅
の
構
内
を
ぬ
け
た
と
き
に
「
さ
が
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
け
て
、
最
初
は
ち
ょ
っ
と
し

か
興
味
が
な
か
っ
た
。
で
も
、
夢
に
出
て
き
た
り
、
ま

た
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
爆
ド

ー
ム
の
所
に
見
に
行
く
ほ
ど
興
味
を
も
っ
た
り
、
同
じ

名
前
の
ア
ヤ
と
い
う
人
を
さ
が
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
や
さ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。 

最
初
は
、
名
前
が
同
じ
だ
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け

の
他
の
あ
や
に
き
ょ
う
味
が
あ
っ
て
、「
あ
や
ち
ゃ
ん

を
さ
が
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、

最
後
は
あ
や
ち
ゃ
ん
や
他
の
人
が
二
度
と
ひ
ど
い
目

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い
た
り
、
昔
に
あ
っ

た
こ
と
を
思
っ
た
り
し
て
い
た
。 

【図10 初発の感想と単元の終わりに書いた文章との比較】 

【単元終わり】 

学
習
後 

単元のめあて 
作品の世界をとらえ，自分の考えを伝え合おう。 

解決課題 

① やまなしは，どのような人物が登場して，どんな物語なのだろうか。 

② 作品の世界をとらえるためには，どんなことを読み取ればよいのだろうか。 

単元終末の言語活動を意識させ，本時の学習の必要感をも

たせる。作品の世界を捉えるために，場面ごとにどのような

表現や情景描写が使われているのかを毎時間読み取ってい

く。毎時間の読み取りを生かして，「ずれ」の生じる発問に対

して，根拠を明確にした対話活動を行う。 
作品の世界を捉えるために，やまなしだけではなく，資料

「イーハトーヴの夢」も並行読書を行い，宮沢賢治の生き方

や考え方も捉えられるようにする。このことにより，やまな

しの叙述だけでは読み取れなかった世界に気付きをもてるよ

うになった。 

【初発】 

【図11 本時の学習計画（一部）】 

【写真4 サイドラインの比較】 
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３ 研究の成果と今後の課題 

(1) 児童の変容 

    本研究が，児童の意識や学力にどのような変容を与えたのかをアンケートや単元テストを活用

し，比較と分析を行った。 

  ア ５月と１２月のアンケート結果を比較する  

と，めあてを自分たちで協力しながらたてら 

れるようになったことが分かる。繰り返しガ 

イド学習に取り組み，ガイドの経験を児童が 

積んできたことやずれを意図的に活用したこ 

とから児童に問いが生まれ，めあてを自分た 

ちで立てようという意識が高まったからだと考えられる。 

イ 右のアンケートの結果から，児童が積極的 

に対話に取り組み，対話を通して学習内容を 

理解していこうとしていることが分かる。ま 

た，教師が視点をもって，問い返しや称賛な 

どを行うことで，対話が活性化することも分 

かった。自分の考えとの相違点や同じ点を比 

較したり，よりよい考えを話し合ったりする 

ことで相手の考えの理由や根拠を深く知ろうとする姿が見られるようになってきている。 

今後も継続して取り組んでいきたい。 

 この単元の言語活動は，「作品の世界をとらえ，自分の考えを伝え合おう」である。伝え合うためには，
自分はどのような考えをもったのか，その理由や根拠を文章の叙述に即しながら，発表させる必要がある。
その後，よく分からなかったところや聞いてみたいこと，自分と同じだったのか違ったのかなどの視点を
基に話し合うことで，自分の読みと友達の読みは一人一人違うことに気付くことができるようにした。 
 やまなしを題名にした理由，対比が使われていること，宮沢賢治の生き方など，これまでに学習してき
たことを生かして，自分の考えをまとめることができていた。 

【読み取りの工夫】 

 本時の学習の前に，２つの場面を絵や言葉で表す活動

を行った。（図12）叙述に即して，絵や言葉であらわす

ことで，場面や情景を読み取るヒントになっていた。や

まなし，金雲母，金剛石などの難しい言葉は，辞書で調

べさせた後，下図のようにロイロノートに画像を載せて

対比されているものを見つける手立てにした。 

ロイロノートでの対比 

【図12 やまなしの２つの場面の絵】 

【写真５ 自分の考えの発表】 【写真６ 考えを伝え合う児童】 
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  ウ 毎時間の終末に，振り返りを設定すること 

で，児童の変容を見取ることができ，児童自 

身も学習への有用感を高めることができた。 

視点をもって振り返りを行うことで，授業で 

学んだことが自分にとってどんな意味があり， 

次の授業でどのように生かしていきたいのか 

を考えられるようになってきている。今後は， 

振り返りの視点を検討したり，児童に考えさせたりすることでさらに主体的な学習になってい 

くと考える。 

 

      

 

 

 

 

 

(2) 研究の成果と課題 

○ 言語活動の充実を意識して，読む活動と書く活動を意図的に取り入れることで，学習目標が 

明確になり，児童が必要感をもって学習に取り組むことができた。また，単元のめあてや解決 

課題を教室に掲示しておくことで，１単位時間の導入においても，短時間で必要感のあるめあ 

てをたてることができた。 

   ○  グッドモデルやエラーモデルを導入で示すことで，児童が見通しをもって学習に取り組む 

ことができた。エラーモデルをどうすればよくなるかを考えたり，教室内に常に掲示したりし 

ておくことで，児童が自分の考えを書く時の参考になり，指導事項の明確化にもつながった。 

   ○ 毎時間の終末に，振り返りの時間や書く活動を設定することで，児童の変容を見取ることが 

でき，児童自身も学習への有用感を高めることができた。 

   ● 文章に適した言語活動を工夫していく必要がある。「紹介する文章を書く」「リーフレットに 

まとめる」「話し合う」「感想文を書く」などの言語活動のバリエーションも広げていきたい。 

●  一人調べの時間において，つまずく児童への支援の在り方やペアやグループ活動中の効果的

な言葉掛けを今後も工夫していく必要がある。 

 

(3) おわりに 

    児童の思考の流れに沿った言語活動の充実を目指していくことは，国語の力を高める上で大変 

意義深いものであると感じた。また，主体的・対話的で深い学びが，言葉を基に他者と豊かな関

わりをもてる児童を育てることにつながることが分かった。今取り組んでいることを基に，さら

に研修を深めていきたい。 
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 知識・技能 思考力・判断力・表現力 

５年生 ６年生 ５年生 ６年生 

１学期単元テスト ８７．５ ９４．４ ８９．５ ９２．０ 

２学期単元テスト ９４．０↑ ９５．９↑ ９０．３↑ ９０．６↓ 

 単元テストの平均点で比較すると，
知識・技能と思考力・判断力・表現力
ともに概ね上昇が見られた。６年生の
思考力・判断力・表現力が落ち込んで
いたので，3学期に重点的に取り組み
たい。 

表 単元テストの平均点 

-10-


